













The Opinion of Japanese Intelligentsia on the 




 This paper examines the writings of the Japanese Intelligentsia on the Great Proletarian Cultural 
Revolution appearing in the academic forum of journals during the initial 3 years (1966-69) of the 
Revolution. The Japanese Intelligentsia, because of their feelings of guilt due to the Second Sino-Japanese 
war, their disillusionment with Russian socialism, and their anti-American and anti-structuralism feeling, 
were strongly drawn to the Cultural Revolution, viewing it as “a democratic movement to further 
consolidate the socialist revolution”. Therefore, they considered Socialist China as a model for future 
Japan, resulting in analysis of China that contain a considerable amount of reference to Japan itself, which 
led to the misunderstanding of the true nature of the Cultural Revolution. This paper discusses the reasons 
why the Japanese Intelligentsia supported the Cultural Revolution and attempts to throw light on their 
deluded beliefs.
キーワード：中国文化大革命、日本知識人、中国観、世代特徴
Keywords : The Great Proletarian Cultural Revolution, Japanese Intelligentsia, The view on China, 
Generation specific Characteristics.
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1 ．はじめに






















































































	 6）	『朝日新聞』（1966年 6 月29日）「中国の文化大革命とは何か〈 2 〉米英の解釈」
	7）	『朝日新聞』（1966年 7 月 2 日）「中国の文化大革命とは何か〈 3 〉仏ソの評価」
	8）	『朝日新聞』（1966年 7 月 3 日）「中国の文化大革命とは何か〈 4 〉インド・アラブ連合の見方」	
	 9）	『朝日新聞』（1966年 7 月 2 日）「中国の文化大革命とは何か〈 3 〉仏ソの評価」
10）	『朝日新聞』（夕）（1966年 8 月25日）「権力闘争が深刻化	中国の紅衛兵革命」
11）	『朝日新聞』（1966年 8 月28日）「紅衛兵と中国の進路　各国の見方」
12）	『朝日新聞』（夕）（1966年 9 月 1 日）「紅衛兵の統制強化へ　行き過ぎ是正を指令」
































3 － 1 　「整風運動」としての認識　―1966年 5 月～ 7月―
　文化大革命は、1965年11月に北京副市長呉晗を批判する姚文元の「新編歴史劇『海瑞の免官』を








ナル』特集、1968年 5 月 5 日号。）
















































20）	『日経新聞』（1966年 6 月 4 日）「“整風”ほぼ決着か　彭真氏の失脚」
21）	『朝日新聞』（1966年 6 月 5 日）「厳しさ増す中国の“整風”彭真氏の失脚」
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34）	平野健一郎、土田哲夫、村田雄二郎、石之瑜編『インタビュー戦後日本の中国研究』、平凡社、2011年 7 月、 4 頁。戦後60年の
日本中国研究者は三世代の三つのグループに分けられる。
35）	菊地昌典『歴史と想像力』、筑摩書房、1988年10月、32頁。
36）	前掲平野健一郎、土田哲夫、村田雄二郎、石之瑜編『インタビュー戦後日本の中国研究』、 5 頁。
37）	同上 4 頁。
 205中国文化大革命と日本知識人（1）
提供」するという政治的性格が問題であるとして、全日本の中国研究者の間に財団援助反対運動が
起きた
38）
。冷戦の渦中で、中国と対立するアメリカが莫大な資金を提供して「日本の近代中国研究に
影響を及ぼそう」としているというのが反対理由である。中国に対する侵略戦争の歴史を持ち、大
陸とは国交もまだ未回復の日本の中国研究者としては、そうした資金を受け入れるわけにはいかな
いという「思想的、政治的態度」だった。さらに、六〇年代半ば、日本は経済発展が著しく進んで
いる一方、公害病の発生、受験地獄、交通事故の頻発など深刻な社会問題も抱えながら、アメリカ
のベトナム爆撃にも同調していた。日本知識人の間でこれらに対する批判の声が高まった。知識人
たちは「反戦平和の心情」から反米、反修正主義を主張している中国への「心理的傾斜」を呼び起
こしたのである。すなわち中国に「仮託」してアメリカに反抗し、明治維新以後日本の「近代化の
歩みを批判しよう」とする姿勢があった
39）
、そのため、中国の文革を支持する知識人は多かった。彼
らはまた後の六〇年代末の全共闘運動の主役である大学生たち（団塊の世代）へも、思想的に大き
な影響を与えた
40）
。
5 ．おわりに
　以上述べてきたように、当時日本の知識人たちは、ある意味で自分の意識のなかに文革の中国像
をバラ色に描いていたといえよう。彼らは日中戦争による中国への贖罪感、ソ連社会主義への幻滅、
反米、反体制的心情などの「心情的な要素」を絡まりあい、文化大革命を「社会主義革命をいっそ
う徹底させるための民主化運動」だと錯覚していた
41）
。その背景には社会主義中国を日本の未来モデ
ルとし、その結果、日本自身と密着させすぎて中国を分析し、対象への期待や理想化を伴う傾向が
あったことも否定できない。
38）	 1953年に東洋文庫に近代中国研究室ができた、敗戦後の財政的な苦境を克服するために国内外の財団などに援助を求めた。1954
年にアメリカのロックフェラー財団からの援助によって近代中国研究委員会が発足した。その援助は58年に終わり、1962年から
アメリカのフォード財団･アジア財団から援助を受けた。この両財団からの寄金については、「政治的性格が問題であるとして、
全国の中国研究者の間に反対運動が起こり、 7 月に東大の大教室でフォード財団問題について「アジア・フォード財団資金問題
に関する全中国研究者シンポジュウム」が開催された。東洋文庫の近代中国研究委員会が反対運動の対象となった。平野健一郎、
土田哲夫、村田雄二郎、石之瑜編『インタビュー戦後日本の中国研究』、平凡社、2011年 7 月、81－84頁。
39）	加々美光行『歴史のなかの中国文化大革命』、岩波書店、2001年、6－7頁。
40）	都築勉『戦後日本の知識人：丸山真男とその時代』世織書房　1995年 1 月、11頁。
41）	「日本の知識層と文化大革命論」『北京烈烈』終章、筑摩書房、1981年。
